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　第 2
，

3 表， 第 4
，

5 図か ら明らか に 白ぼ け 構成糖成分 は Galactose及び Mannose の 二 っ で あ り，
　Glucoscや

Isomaltoseな どは検出 され な か つ た．

　　〔実験 V〕 Papcr　chromatograph 　lこ よ る加 水分解経過中の 観察

　次に 実験 艮に 於い て酸加水分解物を時間的に とつ て Paper　chromatography を彳了つ た．即 ち白ぼ け物質 B〜b

  を O．7N　H2SO4 で 加水分解 ， 30分，
1時間 ，

2時間 ，
4 時間， 5 時聞 経過毎に Sample を抜きとり， 中和濃

縮し て Paper　chromatograph に 依 り検索を 行つ た．　Solvent は BuOH ： Acetic　： Water＝4 ：1：2 で 2 度Multiple

に行つ た．

　 結果 は 第 6 図に示 す．

　Sample　C に 就い て も同様の 操作 を行つ たが ， 結果 は全 く第 5 図 と類似 の もの で あつ た．

　第 5 図 で 明らか な様 に 酸加水分解 に 於い て は先 づ Galactoseが 先 に 加水分解 され て freeに な り，
30分加水分

解物で は Mannose は 検 出 され な か つ た，以 後加 水分解が 進むに つ れ て Galactoseの spOt の 外に Munnose の

spot が 現れ て く る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考　　　　　察

　以 上の 結果よ り臼ぼ け中の 糖成分が Galactose 及び Mannase で あ りこ と さら清酒中に含有 きれ て い る Glu −

cose や Isomaltoseな どが殆ん ど認め られない とい う事 は 白ぼ け の成因が 単 な る物理的現 象 に依 る もの で ある と

し て か た ず け て しま うわ け に は い か な い ．それ に は何か 清酒貯蔵中の 複雑 な 酵素作用が 重要な役割を演 じて い る

の で は な い か とも考え られ る．

　
一方・白ぼ けの 酸 加 水分解 に お け る分解状態 か ら糖成分が Mannan を Main 　chain と し，

　Galactose が之に

結合 し て い る Galactomannan （Polysaccharide）の 形で 存在す る事が
一一

応唯定 され る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 　　　　　約

　 1 ．清酒白ぼ けの 構成ア ミ ノ 酸 に つ い て は既報
1）

の ご とくで あ るが，一方糖成分は Galactose 及 び Mannose

で あ る．

　2 ．酸加水分解 に お い て は 還元力は 30分ま で に急激に 増加 し ， 全糖の 約半分 の 還元力を示 し ， 以後 は徐 々 に 加

水分解が進行す る．

　 3 ．酸 加 水分解 に お い て Galactoscが先づ 先 に 遊離 され る．

　 4 ．Sample　B−b   とSamplc 　G は本質的に は同一物質で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丈 　　　　　 献
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清 酒 の 「白 ぼ け」 に 関 す る 研 究

（第 3 報）　白ぼ け物質 の 各種 イ オ ソ に 依 る沈 降試験

堀 一 郎 ・井 上 信 明 （大 阪 大 学 工 学部醸 酵 工 学 教室 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　雷

　第 1報 1）
に 報告 し た 如 く ， 清酒の 白ぼ け 物質 は蛋白質部分 と多糖類部分の両者 よ り成 つ て い る．絶 般の 蛋 白質

と金属 イ オ ン との 結合 に つ い て は 多 くの 研 究が あ り， 夫等の 結果を綜含す る と， 水 銀 ， 銀 ， 銅，亜 鉛 は非常に 固

く蛋 白質 と結合 し，ア 丿ヒカ リ土 族 ， 例 え ば カ ル シ ウ ム
，

マ グ ネ シ ウ ム は 前述 の 各 イ オ ン よ りず つ と弱 く結合し，

ア ル カ リ金属 ， 例 え ば カ リ ウ ム
，

ナ トリウ ム は普通の 状態 で は 蛋 白質 と安定な 結合を作 らない とい わ れ て い る
2）．

又金 属 以 外 の イ オ ン に つ い て は Ph・・ph・te イ ォ ン の 如 き2 価 材 ン は，　 Chl・ rid ・ イ オ ン 等 の 1価 イ オ ン よ りも

蛋白質 とより安定 な結合 を作 る 事 もわか つ て い る
S） ．白ぼ け 物質の 他 の 成分 で あ る多糖類 と金属 との 結合に つ い

て は　
Glucomannan や Xylan と銅 との 結合 は 周知 の 事実で あ り， 最近寺本 s 三 崎等 に よ り別 に 研究 されてい る

孕acterial
　polγ3acgh 鍵 i4e もア ル カ リ｛隼に斡 い て鴒 カ ル シ ウ ム と安窺な結合物を作るOs
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　又 ピ r・ル 溷 濁 と金属 イ オ ン との 関係につ い て は J．R ．　HUDSON の 研究P）が あ り，銅，鉄 ， 賜 ，
ア ル ミ ニ ウ ム は

ピール 全体に比 し て 溷濁 物質中に 著 し く多量存在し， 鉛 」
ニ ッ ケ ル ， ヴ ァ ナ ジ ゥ ム

，
モ リブ デ ン 等は前述の 金属

よ り も少 い が ，
ビール 中 よ りも多い 事が 確 め られ た．そ して 之等 の 金属類 は ビ ール 溷濁 の 二 大成分 た る蛋 白 質 と

非窒 素化合物 （主 として タ ン ニ ン ） との 結合 を促進せ し め るの で あ ろ うと想像 され て い る．

　清酒 は そ の 醸造過 程 か ら も想 像 され る如 く之等各種の イ オ ン を含有 し て い る と思われ ， 従つ て 白ぼ け成分に も

何 らか の 影響を 与え て い る もの と考え られ る．そ こ で 著者等 は第 1報 に 記載 した 如 く， 臼 ぼ け 物質 よ り透析 ， イ

オ ン 交換樹脂等 に よ り可及 的に 脱 イ オ ン を行 な い ， そ れ IC各種 イ オ ン を加 え て その 沈降試験 を行つ た の で報告す

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実験方法 及 び 結果

　〔実験 1〕　ア ル コ ール 溶液に 於け る状態

　第 1報記 載 の Sample 　A −ai ）
（透析後 イ オ ン 交換樹脂 1．R ・120で脱イ オ ン せ る もの ）40ml に 蒸溜水2eOml

，
94

％ ア ル コ
ー

ル 100ml を混和した液 （ア ル コ ール 濃度約22．5％）30m置宛を各試験管 に充填 し ， 種 々 の 塩類溶液を

加 え 65℃
，
3分間加熱後室 温 に 放置 し ， 状貌 を観察す る と共 に 溷濁度 を PuLFLICH 　photometer で 測定 し （LI　filter

使用 ） 観測液層 1cm 当りの 溷濁標準 ガ ラス に 対す る倍数 に て 表わした．

　そ の 結果は ee　1表に 示す ．尚 Sample 　A−bl） （イ ォ ン 交換樹脂を使用せ ず） に 就 い て の 同様な実験結果は第 2

表の 通 りで あ る．

第 1表 　Sample　A −a の ア ル コ
ー

ル 水溶 液に 対 す る 金 属 イ オ ン の 効果

蒸 溜 水
添 加 量

（m ：）

添 加 直 後 2 時 間 後
溷 　 　 濁　 　 度 艮　　 年　　後而

溶 液

添 加 量

（m1 ）

臼 濁 状 況 凝固 状 態
1 酬 17日 後 1・6日 後 pHl 状　 態

対 　　照 0 1・・ 1 一 1… 51 ・… il… 「・・4 「臼 蝋 齣 ・ ・

ZnSO4

150001 0．90

．50

卦

卅

制

±

十

MgSO4

MnSO4

0 ，IO

．51

．0

0．90

．50

甘

卅

翩

一

十

骨

0 ．五

〇，5LO

0．90

．50

什

卅 ＋

昼

FeSOI

0 ．10

．51

，0

O．9　　　 十

〇．5　　　十十　　　 一

〇　　　　十ト　　　　ー

NaCI
0．21

．0O

．80 籵

粁 土

CaC12
0 ．10

．50

．90

．5

骨

K2HPO4
1
【
」

00 0．90

．5

　 　 　 　 　 　 　 　 0 ．1
Pb（Cf　HROu ）s
　 　 　 　 　 　 　 　 O ．50

．90

．5 卦

3．56
，e4 ．67
勢 5 ．96

3．92N5
．87

曇 5．963

．27ce5

．22N5

．602

．383
．S33

．332

．644

．152

．403

．480

．240

．812

．541

．69

2．072

．983

．132

．05

2 ．00

O。230
．143

．553

．22

3．37

2 ．99

0．170
．IB3

．663

．72

4．44

、34

．254

．654
．604

．5

3．8

3．4

4．45

4．96

，657
．655

．355

．8

静

｛

畳

菅 赤 褐 色 沈 澱

N 　　　　　” 　　　　　∵

静　　　　 ’ノ　　　 ワ

静

曽

透 明，沈 澱 吻 な し

’ノ　　　　　 tt

註 ： 静 印 は 沈 澱 物 を生 じ ， 上 層 液 が 透 明 な もの ．尚 砦 印 で 濁 度 を 測 定 し た もの は

　　試験管 を数回顛製 し沈灘物を浮游琶 し V2て 篠測寅し t：値で あ る一．
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第 2 表 Sample 　A −b の ア ル コ ール 冰溶液 に 対す る金属 イ オ ン の 効 果

笛溶液
飜 1 溷 濁 度

穂浮（m1 ）11日 後

対　　照

ZnSO4

00

．10
．5

11・・

MgSO4

MnSO4

FeSO4

NaCl

0．10

．5

o．90

．50

，90

．5

0．10

，50

．10
．5o

．10

．5

0．90

．50

．90

．50

．90

．50

．90
．5

1・・29

CaClg

K2HPO4

3．735

．61O

．260

．49

0．IO

．50

，！

0．5

0．492

．584

．574

．53

｝
O ．260

．22

0．90

．5

0 ．3工
L910

．240

，16

135畷

1・・32

　 2．99

0．281

．050

，8S
蒡2．27

掲 色 沈澱

褐 色 沈 澱

O ．200

，25O

．652
．620

．210

．17

1　　年　　後

斑
1・・67

．2

5．95

．85

7．1

7 ．67

．057

．45

7，37

．35

透 明， 沈澱 物 な し

透 明，沈 澱 物 な し

tl　　　　　 〃

透 明 ； 沈 澱 物 な し

〃　　　　　 〃

透 明 ， 沈 澱 物な し

〃　　　　　 〃

註 ： N 印 は 第 1表 に 準ず ．

　 以上 の 結果 よ リイ オ ン 交換樹脂

に て 脱 イ オ ン し た もの は ， 名種金

属 イ オ ン 添加の 影響が非常 に顕著

に表 われ て い る．即 ち Samp 】e

B−b で ｝ま塩彎「溶液0．5ml 添 力卩，　童

日後 で 唯濔濁度が増大す るにす ぎ

な い の が Sample　A −a で は ，
　 Zn，

Mg
，　Mn 共 に 濁 度 が 増大す るの

み で な く凝固沈澱を起して い る．

尚個 々 の もの に つ い て は 第 1表で

わか る如 く Zn，　Mg ，　Mn が最も

影響が大 きく， 次 い で Fe
，
　NaCI

，

CaClu
，
　Pb で K2HPO4 は却つ て

対照よりきれ い に な つ て い る．之

は pH の 影響 が 顕われ て い るもの

と思 わ れ る．第 2表 で は Zn
，
　 Fe

が 最 も影響 が大 きく， 次い で Mg
，

Mn
，
　NaC1，　CaC12 で K2HPO4 で

は第 1 表同様対照 と殆 ん ど変らな

い か 或は ， それ よ りも透明度を 増

す．尚第 1表の 対照 よ り第 2 表の

対 照 の 方 が 透 明度が 高 い の は pH

の 相違 に よる もの と考え られ る．一般 に 白 ぼ け物質の 凝固浸降杵用 を金属 イ オ ン か 促進せ の め る事 は第 1表， 第

2表 で わか る如 く金属 イ オ ン の 添加量が多い もの 程濁度が大 きく， 又凝固沈降を起し易 い 事 もわか る と思 う．

　 （註 ；上 記記載中全房名の の み もの は全 て 硫酸塩で あ る）．

　 〔実験 耳〕 酸 含有 ア ル コ
ー

ル 溶液 に 於ける状態

　実験 1 と同様な実験法 で ある が ， よ り清酒 に 近い 状態 に す る 為 ， 乳酸 ， blff酸 含有 ア ル コ ー丿し溶液 で 実験を

行な つ た．即 ちSample 　A −a 　35皿 L に現珀酸0 ．49
，
75％乳酸O．15ml （琥珀酸 ： 乳酸 ＝3 ： 1）を蒸溜水 に 溶か した

酸液 ，
245ml に 94％ ア ル コ ール 87．5ml を混和 し た 液 （ア ル コ ール 濃度22．5％ ， 酸童は號珀酸 として 約 0 ．15％） を

20ml 宛各試験管に 充嗔 し ， 種 々 の 塩類溶液 を 加え 65℃ 3分聞加熱微室温 に 放置 し ， 状態を観察す る と同時 に 実験

1同様 に Pulflich　photometer で 溷濁度を測定 し た．結果 は第 3 表に 示
’
す， 同様 の 実験を Samplc 　A −・b に 就い

て 行な つ た結果 は第 4表に 示 す．

　　　　　　　 第 3 衷 　Sample　A −a の 酸 含 有 ア ル コ ール 水溶液 に 対 す る 金 属 イ オ ン の 効 果

蒸 溜水
添 加量
（m1 ）

溷 　 　濁　 度 1　　 年 　　後
而

溶 液

添加量
（m 正）

・ 日 後 い4咽 ・・畷 ・国 状　　 態

対 照 ［
一

il・・ 1・… 1・・231 ・J・9
’−

1・・2 ［・ 明

ZnSO4

MgSO4

MnSO4

G ．lO

．5O

．10
．50

．10
，5

0．90

．5

Ωゾ

5000

，90
．5

0．733
．650

．8223
．50

．782
．98

L65 　　　 1．33

静　　　　　　　署

1．75　　　　L64

管　　　　　　　鱒

1．69　　　　1．60
N 　 　 　 　 　 　 斎

3．2

3．2

沈 　 澱 　 物 　 な　 し

斎
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FeSO4
0。10

，5

・，91 ・・64

O．5 ［2，92

NaGl
0．21

．0

CaCIL・
0．10

，5

K2HPO 、t0
，10

，5

Pb （C ：
　HaOt ）20

，lO

．5

0，8　 　 0．30

0　 　　 0．30

0 ，90

．5

  ，90

，5

O．250

，250

．270

，43

0．9　　 0．25

… い・37

1．556
．580

，340

．340

．230

，31

2，46

O．280

．3フ

0．240

．23

0．28　　　0．23

0 ，48　　　　0．62

O．200

．540

．250

．62

3，3

3．15

3．153

．45

溷濁 ， 赤褐色 ， 沈 澱 物

〃　 　　 　 　〃　 　　 　 　 ヴ

沈 　 澱 　 物 　 な 　 し

　 　 　 　 が

沈　 澱 　 物 　 な 　 し　，
　 　 　 　 Jl

沈　 澱　 物　 な 　 し

　 　 　 　 tt

沈 　 澱 　 物 　 な 　 し

梢　　　 白　　　 濁

註 ： 蒡 印 は 第 1 表 に 準 ず．

第 4 表 　Samp 】e　A −b の 酸 含有 ア ル コ ール

　　　　水 溶 液 に 対す る 金 属 イ オ ン の 効 果

験 液

F添 加 量

　（ml ）

蒸 溜 水

添 加 量

（ml ）

溷 齲 ［ 1 年 　 　後
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　之等の 結果より酸含有 ア ル コ ール 溶

液 に 於い て は，イ 才 ン 交換樹脂 に よ り

脱 イ オ ン し た もの （第 3 表 ） と無処理

の もの （第 4 表） との 差違は殆ん どな

くな る．之 は 実験 1 と異 る所で あ る．

ZnSq
，
　 MgSO4

，
　 MnSO4

，
　 FeSO4 は

ほ ぼ 同程度 に 溷濁度を増 大 せ し め ，

NaC 「，　 GaCl2 は全然影響 が な い 様な

結果とな つ て い る． K2HPO4 を添加

す る と第 1 表 ， 第 2 表で は対照 よ り却

つ て 透明 度 に な る結果を得 ， 之は pH

の 影響で あろ う と推 論 した が ， 本実験

で は 酸溶液 で あ る為 pH の 変化が 殆 ん

どな く， 従つ て KL ・HPO4 の 添加量を

増 す事 ICよ り金属イ オ ン 程 で は な い が

幾 らか濁度を増大して い る．従つ て前

提 の 第 1表，第 2表 に 示 され た K2HPO4

に よ る 透 明度 を 増す事実 は 全 く pH の

影響で あ り K2HPOI を使用す る事に

より透明度を増大 せ しめ ん とす る企 は，

清酒 の 如き酸性液 で は応用出来な い ．

夊 CaCI2 が白ぼ け物質 の 溷濁凝固 に

無影響 で あ る 事は第 4 表 の 最下欄の実

験 値 即 ち ，
ZnSO4

，
　CaCl2 混合液 を添

加 した場合と ZnSO4 単独 の 場合とが

殆ん ど同様 な 濁度 を 示 し て い る 事か ら推 定 出来 る と思 う．

　〔実験矼〕　清酒 に 塩類を添加した場合の 状態

　実際の 清酒 （ア ル コ ー
ル 20・4％ ， 総 酸0」 2％， 火 入 れ せ ず ） に 各種塩類を加 え た場含，清酒 に 3vo1％ の 臼ぼ け

試料た る Sample 　A−a を混 含し ， 之 に 各 種 塩 類 を 添加 し た場合 ， 及 び 同様 に 3v。1％の Sample 　A −b を混合せ

る 清酒 に 各種塩類 を添加 して 試験 し た結果 を 夫 々 第 5
， 第 6

， 第 7表 に 示す．

　以上 の 結果 よ り清酒 の み に塩 類 を加 え た 時 は塩 類 の 影 響 は殆 ん ど顕 われ な い．之は 清酒中に は 既 に 之 等涵濁に

影響す る悔類が牽分拿まζして い ξもの と考 え られ る，．Fc と Pb の場合は，非常に強い瀏濯旁お こ レて い るがへ
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第 5表 　清 酒 に 対 す る金属 イ オ ン の 影 響

馨欝 編瑳 1 年後状態

第 6 表 清 酒 に 混 合 した Sample

A−a に 対 す る金 属 イ オ ン の 効 果
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註 ： 1 年後 pH4 ．0で 各試験共同
一

で あ つ た．

第 7 濠 　清 酒 に 混 合 し た Samp ！e　A −bに

　 　 　 　 対 す る 金 属 イ オ ン の 効 果

註 1 年 後 の pH は 何れ も3，9で あ つ た．
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Y，溶 液
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00
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註 ： 1 年後の pH は 何れ も3．8馬で あ つ た．

之 は 清酒中 の 蛋 白 質等 が ，
Fe や Pb と 結合 し た もの と

思わ れ ， 白ぼ け との 関係が な い 様 で あ る．清酒 に 白ぼ け

物質 を加 え た場合， 即 ち ， 非常に 多 くの 白 ぼ け物質 を含

有 せ る清酒 の 場合 は，塩 類添 加 の 影 響が 可成 り顕 れ るが，

それ で も実験 L ∬の 場合程顕著で はな い．尚清酒に 混

合す る 円 ぼ け 物質 は 脱 イ オ ン せ る もの と脱 イ オ ン せ ぬ も

の との 相違 は殆 ん ど見 られ な い ．

　　　　　　　　　要　　　　　旨

　  前 報
1＞ 1こお い て 分離 し た 白ぼ け物質 を ，

イ オ ン 交

換樹脂 で脱 イ オ ン せ る もの と， 脱 イ オ ン せ ぬ もの との 夫

々 の ア ル コ ール 溶液に 各種塩類を加 え，溷 濁試 験 を行な

っ た結果，
Zn

，
　Mn

，
　 Mg

，
　 Fe 等は溷 濁度及 び溷 濁速度

を著 るしく増大せ しめ る．又 そ の 傾向 は脱 イ オ ン せ るも

の が 著 る し い ．

　  酸含有 ア ル コ ール 溶液に 就 い て の 実験 で は 上 記 の 傾向 は幾 らか弱くな り， 脱 イ オ ン の 影 響 もさ ほ ど顕著に

表 われ な い 。

　   実際 の 清melC各種塩類 を加え た もの は ， その 影響 は殆 ん ど顕 わ れ な い ．夊 清酒に 白ぼ け物質 を加 え た 場合

に は ， 塩類 の 影響 は 少し は 頭 わ れ る が ， こ の 際の 内 ぼ け試 料 の 脱 イ オ ン は 全 然 影 響 しな い ．

鋒始 御墾篤 な る御指導 を晦わ つ tこ寺奉教母に 深葺な る 謝意を毒わ し ます
、
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醸酵工 業 原料 とし て の 摺込貯藏甘藷に つ い て

前 沢 　辰 雄 ・ 大 久保 増太 郎

小 野 英 男 ・ 吉 田 　 豊

緒 言

（千葉県農業試験 場）

（工 業技術院發酵 研 究 所 ）

　従来 か ら酒精工 業へ 送 られ る原料甘藷 の 形態は ， 生藷及 び 切干の 二 者で あ る．周知 の 如 く， 生藷は腐敗 し易い

か ら，生 甘藷供給 の 期聞 は限 られ て い る．農家の 貯蔵藷 も， 他の 目的 に使用され るの が多い ．切干製造は天候 に

支配 きれ ， 夊経費 もか か るか ら高価 で あ る．何か他 の 形態 を と考え て い る 間に ， か つ て 行わ れ た こ との め る 摺込

貯蔵に 思 い 当つ た．以前 の 方法を改良した試験の 結果， 次の よ うな こ とが分 つ t ．甘藷 を 磨砕 し，外気 と しや 断

し て 貯蔵 す る と， 主 とし て 乳 酸醗酵 を 起 し て 酸 を生 じ，そ の まま何 ケ 月 で も貯蔵 出来る．滴定 して み る と ， 約 1

％ （乳酸 と し て ）の 酸が出来 て い る．澱粉価 の ロ ス は 7〜且0％ で あ る．又醸酵試験 の 結果は，ア ミ ロ 法 で は ， 少

量 の 窒素源を添加す る必要があ り， 蒸煮条件を穀類 な み に す る必要があ る他 は ， 特 に支障を 認 め な い こ と等が 分

つ た．甘藷 の 価格 は 今後 どうな る か 分 らな い が ， 昨年 （1956年）の 暴落 に よつ て，酒造関係者の 関心 が高まつ て

お り， 慴込貯蔵 に つ い て 問い 合 せ もあ るの で こ の 報告を綴 つ た．

　尚本試験 は ， 掴込貯蔵甘藷の 製造 まで を，千葉農試が行 い ， 醗酵試験はすべ て ， 醗酵研究所が 担 当 した の で 附

記 す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実　験 　の 　邵

　 〔1〕摺込貯蔵甘醸 の 黔 去

　元 来
『
日謹 の 摺 込 貯 蔵 法 は，筆 者 らの 発案 で は な く， 志村玄

一
氏 （千 葉農試前加 工 部長） に よつ て研究 され ・ 終

戦前後，大 量 実地 に応 用 され た もの で あ る．唯当時の や り方は ， 露 地 に 土穴 を堀り， 底面に むし ろ を ひ い た 上 に ・

澱粉製造用 と同型 の 磨砕機を使 つ て ， 水 を か けな が ら摺 り込 ん で い た．こ の 方法に よ る と ， 水溶牲成分の 殆 ん ど

全部が 土 中へ 流亡 し ， 夊表面は リ ゾ ープ ス を 主 と し た徽 が繁殖 して ，澱粉価 の ロ ス は20％ 以上に 及 ぶ ．そ こで 筆

者らは 藷 に 水 をか け な い で 磨砕 し ， 底 の あ る容器 に慴り込 み ， 表面 は外気 と しや 断す る よ うに 改 め た．

　（1） 甘藷 の 磨砕方法及び試験区分

　甘藷 は澱粉製造用 の 小型磨砕機で，前述の 如 く， 水を使用せ ずに 磨砕 し た．摺込貯蔵に際して ， 必ずし も全部

を磨砕す る必要 もあ る ま い と渚 え たの で ，切片に し た もの ， 丸 の ま まの もの を混 会 し て，次の 4 区 を設定 し た．

供試品種 は ， 農林 1号 ， 冲繩 100号その 他の 数品種 ， 使用した容器は ， 圃場試験用の 2 万分の 1
， ワ グ ネ ル ポ ツ ト

で あ る．

　No ・1　全部磨砕 し た もの
， 供試品種 は農林 五号 ， 摺込み 重量 4 貫 ， 表面 を平 に し ，

ビ ニ ール を敷 き， 木蓋を

か ぶ せ ， 軽 い 重石 を載 せ た．

　No・2　切片約 1・5貫 と磨砕甘藷 と を混合 し て，全量を4．04貫 とした．他は No ．1 と同様 に処 理 しfc．供試品

種 は 同 じ く ， 農林 1弩．

　 No ．3　丸 の ままの もの 約 1貫 を混ぜ て s 全量を3．9貫とし た．他は Ne ．　 1 と同 じ．

　Ne・4　貯蔵が終 つ て 出来上つ た 製品が，運搬 し易い よ うに ， 水分の 搾出を者え て み た．装置 は 簡単で ， 仮底

をつ くり， 重力に よる 自然搾汁 をす る だ け の もの で あ る．こ ん な こ とで うま くゆ けば ， 農家 で藷 の 摺込貯蔵 をや

つ た場合 ， 出て 来た汁 は ， 豚の 飼料 に すれば よい と考えた の で あ る．ポ ツ トの 下部 に 木製 の ス ノ コ を お き， 麻袋

を丸 く切 り抜 い て 敷 き， 綿布を重 ね て ， その 上 に 磨砕 した 甘藷を詰め込んだ．そ し て下部の 口か ら出る計液を計

量した．供試品種は冲繹100号を主 と し た混合勗種であつ た
、
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